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2 ダブル免許プログラム

　昨今、多くの大学で初等教育（特に小学校）の教育職員免許状と中等教育（中学校・高等学校）
の教育職員免許状取得ができる仕組み（ダブル免許）が話題になっていますが、本学では10年以
上前から全学的に整備しています。これは、「教員養成の玉川大学」として、学校教育における指
導の「系統性」の重要性にずっと昔から気づいていたことに他なりません。また、近年の大きな
課題となっている学校間の円滑な接続への対応や、教員の資質という点においても、例えば、初
等教育（特に小学校）の教員が中等教育（中学校・高等学校）の免許を持ち特定の教科・領域に
ついて専門的知識を有していれば、子どもたちが小学校を終了後に中学校や高等学校で何を学ぶ
のかを理解できますので、見通しをもった指導ができます。同様に、中等教育の教員が初等教育
の免許を有することもしかりです。
　平成28（2016）年 4月より、学校教育上の課題となっている『中 1ギャップ』に対応するため
義務教育学校の制度がスタートしました。義務教育学校に勤務する教員は小中学校の免許の“併
有”が原則となりますので、この先、採用を行う各教育委員会においては小中学校の両免許を所
持する教員を積極的に採用することが想定されます。また、教員採用試験においても中学校や高
等学校に比べ小学校の採用数が圧倒的に多いため、倍率（全国平均　小3.9倍、中高7.8倍）には大
きな差がありますし、教員としてキャリアを重ねるうちに、芽生えた異校種での転任も可能にな
る等、キャリアプランが大きく広がります。
　したがって、ダブル免許にて初等教育と中等教育の免許を取得することは、教員を目指す皆さ
んにとって大きなメリットとなりますので、多くの方に挑戦してほしいと思います。

本学におけるダブル免許プログラム

　本学では、所属する学部学科においてダブル免許のシステムが異なります。
1 ．教育学部教育学科
2．文学部国語教育学科・英語教育学科、芸術学部芸術教育学科
3．農学部生産農学科、工学部情報通信工学科・ソフトウェアサイエンス学科・
　　マネジメントサイエンス学科

■各学部学科におけるダブル免許のシステム

教育学部
　教　育　学　科

教育学部教育学科には本学創立以来中核にすえてきた学校教員
を目指すモデルの 1 つとして、初等教育を中心に中等教育を学
ぶモデル、また中等教育を中心に初等教育を学ぶモデルの両方
を用意していますので、各自の希望に合わせて取得可能です。
なお、詳細は『履修ガイド』p.156以降ならびに『教職課程受
講ガイド』p.63以降を参照してください。

文 学 部
　国 語 教 育 学 科
　英 語 教 育 学 科

芸術学部
　芸 術 教 育 学 科

文学部国語教育学科・英語教育学科、芸術学部芸術教育学科に
在籍する方には、「小学校課程特別履修」（『教職課程受講ガイ
ド』p.14〜16）にて、中等教育（中学校・高等学校）の教員免
許状と合わせて、初等教育（小学校）の教育職員免許状が取得
できます。

農 学 部
　生 産 農 学 科

工 学 部
　情報通信工学科
　ソフトウェアサイエンス学科
　マネジメントサイエンス学科

農学部生産農学科、工学部情報通信工学科・ソフトウェサイエ
ンス学科・マネジメントサイエンス学科に在籍する方には、「小
2 免許特別プログラム」（『教職課程受講ガイド』p.17〜18）と
いう本学の通信教育課程を利用する特別なプログラムにて初等
教育（小学校）の教育職員免許状が取得できます。
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小学校課程特別履修A
　小学校課程特別履修は、文学部国語教育学科・英語教育学科、芸術学部芸術教育学科に在籍する
学生が、小学校教諭 2 種免許状取得に必要な科目単位を、通常学期中ではなく、夏季ならび冬季の
休暇期間中に開かれる特別学期（サマーセッション・ウィンターセッション）の対面授業にて開講
される科目を履修することで、在学中に免許状が取得できるようにした特別なプログラムです。な
お、履修する科目単位も、所属する学部で中学校および高等学校教育職員免許状を取得することを
根拠に、通常の課程に比べて軽減された科目単位の教育課程になっています。

 1  履修にあたって	

1 特別学期（サマーセッション・ウィンターセッション）とは
　特別学期は、 8 〜 9 月に行うサマーセッション（以下SSと表記）と 2 〜 3 月に行うウィン
ターセッション（以下WSと表記）の 2 つから構成され、開講されます。
　また、各SSとWSは、 3 分割され、それぞれⅠ期・Ⅱ期・Ⅲ期として構成されます。なお、こ
のⅠ期・Ⅱ期・Ⅲ期は、通常期に週 1 回 2 コマ100分×15週＋試験で開講される講義を、各期ごと
に学修時間を確保しながら集中して開講するため、 1 日に 4 コマ200分（途中に自学習として 2 コ
マ分の空き時間あり）× 8 回（試験含む）で実施します。下記のようなイメージです。

■特別学期履修のイメージ

１ 時限 ２ 時限 ３ 時限 ４ 時限 ５ 時限 ６ 時限 ７ 時限 ８ 時限

月 1 回目 2 回目

火 3 回目 4 回目

水 自学自修の時間確保のため授業なし

木 5 回目 6 回目

木 7 回目 8 回目

土

日

月 9 回目 10回目

火 11回目 12回目

水 自学自修の時間確保のため授業なし

木 13回目 14回目

金 15回目

土

日

月 試　験

　なお、特別学期における受講科目名や科目数については、各学部学科の教育課程により異なりま
すので、各学部学科にて行う小学校課程特別履修の受講ガイダンスにて確認してください。なお、
SS・WSの受講ができるのは 3 年生までです。 4 年生のSSは教員採用試験（ 2 次）のため、 4 年
次のWSは卒業判定の関係上、受講できませんので注意してください。
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2 受講について
　文学部国語教育学科・英語教育学科、芸術学部芸術教育学科に在籍をしており、教職課程を受講
中であること。
※何らかの理由により教職課程の履修を取りやめた場合や教職課程履修継続条件に抵触して履修が不許可と

なった場合は、本プログラムの履修継続について、次年度以降より許可しない。

　特別学期開講の科目の受講にあたっては、履修登録やその後の手続きなどが通常科目の履修と異
なりますので注意してください。なお、受講に関する詳細については教学部授業運営課より
UNITAMAにて周知されます。

3 小学校課程特別履修科目
■文学部対象

科目名
1 年次 2 年次※ 3 年次 4 年次

SS WS SS WS SS WS 春セメ 秋セメ
（教科）国語 ●
（教科）算数 ●
教育課程編成論（小） ●
国語科指導法 ●
算数科指導法 ●
理科指導法 ●
社会科指導法 ●
音楽科指導法 ●
図工科指導法 ●
道徳教育の理論と方法（幼・小） ●
特別活動の指導法（幼・小） ●
教育の方法と技術（幼・小） ●
教育相談の方法と技術（幼・小） ●
教育実習事前指導 ●
教育実習 ●

※ ２ 年次は英語教育学科の留学等に対応するため、特別学期による科目開講は １ 期のみです。
※開講科目に変更はありませんが、開講する年次等については授業運営の関係上、変更が生じるケースがあり

ます。

■芸術学部対象

科目名
1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

SS WS SS WS SS※ WS 春セメ 秋セメ
（教科）国語 ● −
（教科）算数 ● −
教育課程編成論（小） − ●
国語科指導法 ● −
算数科指導法 ● −
理科指導法 ● −
社会科指導法 ● −
音楽科指導法 ● −
図工科指導法 ● −
道徳教育の理論と方法（小） ● −
特別活動の指導法（小） − ●
教育の方法と技術（幼・小） ● −
教育相談の理論と方法（小） − ●
教育実習事前指導 − ●
教育実習 − ●

※ 3 年次のSSは夏季集中科目や中学校・高等学校の教育実習に対応するため、特別学期による科目開講はあり
ません。

※開講科目に変更はありませんが、開講する年次等については授業運営の関係上、変更が生じるケースがあり
ます。
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 2  教育実習の受講	

　小学校課程特別履修は、原則として特別学期（サマーセッション・ウィンターセッション）に開
講される科目で構成されますが、教育実習については、特別学期が実習校の長期休み（夏休み）と
重複するため、 4 年次の秋セメスターに 2 週間10日間の期間で実施します。また、教育実習に先立
ち実施する教育実習事前指導については、科目内容ならびに特別学期における空き状況をふまえ、
4 年次の春セメスターに15回実施します。
　なお、小学校課程特別履修における教育実習を履修するためには次の条件を充足する必要があり
ます。

◦ 3 年生の終了時（第 6 セメスター終了時）に①～③の条件を充足すること。充足できな
い場合、 4 年次に開講される小学校課程の教育実習（事前指導）の受講は認めない。
①　学部学科で定める教職課程受講条件ならびに受講継続条件のいずれもすべて充足し

ていること。
②　芸術学部生の場合、中・高での教育実習が「F評価」となっていないこと。
　　文学部生の場合、教育実習事前指導（中・高）が「F評価」となっていないこと。
③　小 2 免許取得に必要な単位のうち、 8 科目16単位※ 1 を修得していること。

◦ 4 年生春セメスター終了時（第 7 セメスター終了時）
①　第 7 セメスターに開講される小学校課程特別履修における教育実習（事前指導）が

P評価（合格）であること。
※ 1 　修得しておくべき科目
　　　「教科に関する科目」より 1 科目 2 単位、
　　　「教職に関する科目」より指導法 5 科目（音楽・図工から 1 科目含む）を含み 7 科目14単位
　　　合計、 8 科目16単位を取得する。

　これは、小学校で教育実習を行うに当たり必要最低限の学修を努め、専門的な知識を身につけて
いなければ、子どもたち（児童）の前に立っても悪影響を与えるだけだからです。

 3  履修上の注意点	

　小学校課程特別履修において履修科目に「F評価」がついた時
　小学校課程特別履修で修得する科目は、夏季と冬季の特別学期のみに開講されますので、小 2 免
許取得のための必要最小限の科目しか開講されません。また、夏季と冬季の特別学期は限られてい
ますので、以下の理由により履修科目に「F評価」がついた際にリカバリーできないことが想定さ
れます。

◦特別学期の科目開講は、原則固定されていますので、自分の空いている期に再履修した
い科目が開講されるとは限りません。

◦ 4 年次のSSは教員採用試験の期間（ 2 次試験）中になります。教員採用試験の 2 次試験
は、論作文や場面指導、集団討論、実技試験等、教員としての適性をチェックされる試
験であり、合格するには十分な直前対策が必要となりますので、科目を履修している時
間的余裕はありません。

◦ 4 年次のWSは卒業判定等の期間後に開講されますので、成績の判定ができないため最
初から履修できる期間として取り扱いができません。

　したがって、小学校課程特別履修において履修科目に「F評価」がついた時は、卒業時に小 2 免
許が取得できないということになります。しかし、在学中に修得した単位は有効なので、卒業後に
不足科目を本学の通信教育課程などで修得すれば小 2 免許は取得できますので、学修を継続するモ
チベーションをもって進めてください。
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小 2 免許特別プログラムB
　本プログラムは、農学部生産農学科、工学部情報通信工学科・ソフトウェアサイエンス学科・マ
ネジメントサイエンス学科に在学する 3 年次生が、本学通信教育課程（教育学部教育学科）にて小
学校教諭 2 種免許状取得に必要な科目単位を履修することにより、従来、卒業後に改めて通信教育
課程に入学しなければ修得できなかった科目を、在学中に修得できるように特別に設けられたプロ
グラムです。また履修する科目単位も、所属する学部で中学校および高等学校教育職員免許状を取
得することを根拠に通常の課程に比べて軽減された科目単位の教育課程になっています。

 1  受講資格	

　受講するには、次の要件を充足することが必要です。

①　農学部生産農学科、工学部情報通信工学科・ソフトウェアサイエンス学科・マネジメ
ントサイエンス学科において、中学校ならびに高等学校の教育職員免許状取得のため
の両教職課程を履修していること

＊何らかの理由により教職課程が履修不可となった場合や高等学校のみの教職課程履修となった
場合は、本プログラムの履修継続も不可とする

②　第 4 セメスターまでに累積修得単位が62単位以上であること
③　第 4 セメスターにおける累積GPAが2.80以上であること
④　学部学科による審査で受講を認めたものであること

 2  受講手続きの手順	

受講説明会に出席 第 ４ セメスター

受講申請を行う
受講の可否は、会議（審議）を経て教師教育リサーチセン
ターより ３ 月初旬に郵送で通知

許可されたら

履修ガイダンスに出席 必要書類も合わせて配布

必要書類の提出
受講料を納付のうえ、指定された期間内に
教師教育リサーチセンター窓口へ提出
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 3  単位修得について	

①　通信教育課程で修得した単位は、セメスターの上限単位に含まれません。

②　通信教育課程で修得した単位は、卒業単位に算入することができます。

③　次の方法で学修していくことで、単位を修得できます。

テキスト履修
　配付されたテキストで学
習、レポートを作成・提出、
科目試験を受験し、レポート
と科目試験の両方に合格する
ことにより単位修得

スクーリング履修
　担当教員の授業を受講
　単位修得出席要件の充足、
スクーリングレポートの提出
および期末試験に合格するこ
とにより単位修得

教育実習
事前・事後指導として 1単位
現場実習として 2週間が必修

■ダブル免許プログラム履修科目

系列 科　目　名 単位 1 　年　目 2 　年　目

教
科
に
関
す
る
科
目

（教科）国　　語 2

１ 科目 ２ 単位を選択。

テキストまたは
スクーリング履修

１ 年目に選択した科目を除
き、 １ 科目 ２ 単位を選択。

テキスト履修

（教科）社　　会 2
（教科）算　　数 2
（教科）理　　科 2
（教科）生　　活 2
（教科）音　　楽 2
（教科）図画工作 2
（教科）家　　庭 2
（教科）体　　育 2

教

職

に

関

す

る

科

目

教育課程編成論（小） 2 必修（テキスト履修）
国語科指導法 2

５ 科目１０単位を選択。ただ
し ２ 年目までに音楽・図
工・体育科指導法を含める
こと。

　最低 ２ 科目 ４ 単位
　スクーリング履修

１ 年目に選択した科目を除
き、 １ 科目 ２ 単位を選択。
ただし ２ 年目までに音楽・
図工・体育科指導法を含め
ること。

テキスト履修

社会科指導法 2
算数科指導法 2
理 科 指 導 法 2
生活科指導法 2
音楽科指導法 2
図工科指導法 2
家庭科指導法 2
体育科指導法 2

道徳教育の理論と方法（小） 2 必修　テキストまたは
　　　スクーリング履修 ー

特別活動の理論と方法（小） 2 ー 必修（テキスト履修）

教育の方法と技術（幼・小） 2 必修　テキストまたは
　　　スクーリング履修 ー

生徒・進路指導の理論と
方法（小） 2 どちらか １ 科目

２ 単位を選択
教育相談の理論と方法（小） 2
教育実習 3 事前指導受講（必修） 現場実習（必修）
履修単位合計 29

①　「教育実習」では 1 年目に教育実習事前指導の受講を必修とします。
②　 2 年目に「教育実習（現場実習）」を行うためには、事前指導を受講すること、および 1 年目

の登録科目のうち16単位を修得済みであることが必要です。なお、現場実習は 2 年目の秋セメ
スター（ 4 年次）に実施します。

③　「教育実習」は 3 単位履修（現場実習 2 週間）とします。受講手続きや学修活動中における諸
手続きについては、別途資料を配付します。
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義務教育学校英語専科教育養成プログラムC
　本プログラムは、教育学部教育学科に在籍する学生で小学校教諭の免許状を主な免許として取得
する者に対して、中学校教諭 2 種免許状（英語）の取得に必要な科目単位の中から英語科に特化し
た科目単位について、通常学期中ではなく、夏季ならび冬季の休暇期間中に開かれる特別学期（サ
マーセッション・ウィンターセッション）での対面授業にて開講される科目を履修することで、在
学中に中学校 2 種免許状（英語）が取得できるようにした特別なプログラムです。なお、実際に中
学校 2 種免許状（英語）を取得するためには、特別学期だけでなく、通常学期中にも中学校教員の
免許状を取得するために必要な科目の履修が必要となりますので注意してください。

 1  履修にあたって	

1 特別学期とは
　特別学期は、 8 ～ 9 月に行うサマーセッション（以下SSと表記）と 2 ～ 3 月に行うウィン
ターセッション（以下ＷＳと表記）の ２ つから構成され、開講されます。
　また、各SSとＷＳは、 3 分割され、それぞれⅠ期・Ⅱ期・Ⅲ期として構成されます。なお、こ
のⅠ期・Ⅱ期・Ⅲ期は、通常期に週 1 回 2 コマ100分×15週＋試験で開講される講義を、各期ごと
に学修時間を確保しながら集中して開講するため、 1 日に 4 コマ200分（途中に自学自修として 2
コマ分の空き時間あり）× 8 回（試験含む）で実施します。下記のようなイメージです。

■特別学期履修のイメージ

１ 時限 ２ 時限 ３ 時限 ４ 時限 ５ 時限 ６ 時限 ７ 時限 ８ 時限

月 1 回目 2 回目

火 3 回目 4 回目

水 自学自修の時間確保のため授業なし

木 5 回目 6 回目

木 7 回目 8 回目

土

日

月 9 回目 10回目

火 11回目 12回目

水 自学自修の時間確保のため授業なし

木 13回目 14回目

金 15回目

土

日

月 試　験

　なお、SS・ＷＳの受講ができるのは ３ 年生までです。 ４ 年生のSSは教員採用試験（ ２ 次）のた
め、 ４ 年次のＷＳは卒業判定の関係上、受講できませんので注意してください。
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2 受講条件 
　受講するには、以下の条件を充足することが必要です。また、受講にあたっては定員が定められ
ているので、希望しても受講が許可されない場合があります。
①教育学部教育学科において、小学校の教育職員免許状取得をピーク免とする教職課程を履修して

いること。なお、受講生数によっては小学校の教育職員免許状取得をピーク免とない学生の受講
も認めることがある。

※何らかの理由により教職課程が履修不可となった場合は、本プログラムの履修継続も不可とする。

②TOEIC ®L&R470点以上、IPテスト 470点以上、英検 ２ 級CSE1980点以上、のいずれかである
こと。

③	第 2 セメスター終了時に学部が定めるELFレベルの単位を修得済みであること。
なお、定員を超える定員を超えた場合は、大学入学後に受験した TOEIC ®L&R、IPテスト、英検
CESの最高得点を第一基準として精査し、上位の者から選抜する。また、上記の条件で選抜がで
きない場合は、春学期と秋学期のIPテストの合計点数を以って選抜する。
※英検CESの得点により精査する場合は、比率を算出することとする。

3 履修科目
■義務教育学校英語専科教員養成プログラム履修科目の受講年次

区分 科目名
2 年次 3 年次 4 年次

SS ＷＳ SS ６ セメ ＷＳ SS ８ セメ

教科

English Grammar ● ※ 1
Vocabulary Building A ● ※ 3
British and American Literature ● ※ 2
Multiculturalism in 
English-speaking areas ● ※ 2

English in Global Contexts ● ※ 2

教職

英語科指導法Ⅰ ●
教育課程編成論（中・高） ●
教育実習事前指導 ●
教育実習 ●

※ ２ 年次秋にSAEに参加する学生は※ 1 ・※ 2 ・※ 3 のセメスターで受講します。

 2  教育実習の受講	

　 義務教育学校英語専科教員養成プログラムは、原則として特別学期（サマーセッション・ウィ
ンターセッション）に開講される科目で構成されますが、教育実習については、特別学期が実習校
の長期休み（夏休み）と重複するため、 ４ 年次の秋セメスターに ２ 週間１０日間の期間で実施します。
また、教育実習に先立ち実施する教育実習事前指導については、 ３ 年次の秋セメスターにピーク免
同様に１５回実施されます。
　なお、義務教育学校英語専科教員養成プログラムにおける教育実習を履修するためには次の条件
を充足する必要があります。

◦ ３ 年生のサマーセッションで開講される英語科指導法Ⅰを修得済みであること。
◦第 ６ セメスター（ ３ 年次秋セメスター）に開講される義務教育学校英語専科教員養成プ

ログラムにおける教育実習（事前指導）がＰ評価であること。

990736
線

990736
楕円

990736
テキストボックス
 右記以外に通常学期で、下記科目の履修が必要です。
【ﾕﾆﾊﾞｰｼﾃｨ・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ科目】
ELF201、ELF202
【教育学科科目】
道徳教育の理論と方法（中）
特別活動の理論と方法（中・高）
教育の方法と技術（中・高）
教育相談の理論と方法（中・高）
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 3  履修上の注意点	

　義務教育学校英語専科教員養成プログラムにおいて履修科目に「Ｆ評価」がついた時
　義務教育学校英語専科教員養成プログラムで修得する科目は、夏季と冬季の特別学期のみに開講
されますので、中 ２ 免許取得のための必要最小限の科目しか開講されません。また、夏季と冬季の
特別学期は限られていますので、以下の理由により履修科目に「Ｆ評価」がついた時にはリカバ
リーできないことが想定されます。

◦特別学期の科目開講は、原則固定されていますので、自分の空いている期に再履修した
い科目が開講されるとは限りません。

◦ ４ 年生のSSは教員採用試験の期間（ ２ 次試験）中になります。教員採用試験の ２ 次試験
は、論作文や場面指導、集団討論、実技試験等、教員としての適性をチェックされる試
験であり、合格するには十分な直前対策が必要となりますので、科目を履修している時
間的余裕はありません。

◦ ４ 年生のWSは卒業判定等の期間後に開講されますので、成績の判定ができないため最
初から履修できる期間として取り扱いができません。

　したがって、義務教育学校英語専科プログラムにおいて履修科目に「Ｆ評価」がついた時は、卒
業時に中 ２ 免許が取得できないということになります。しかし、在学中に修得した単位は有効なの
で、卒業後に不足科目を他大の通信教育などで修得すれば中 ２ 免許は取得できますので、学修を継
続するモチベーションをもって進めてください。




